
２．事業の概要と成果 

 

（１）上位目標の達成度 カッサラ州リーフィーカッサラ郡シンカットキナーブ・ウエスト村

（以下、ウエスト村）とアグドゥブ村の給水設備一式を改修したこ

とで、両村の村民計２，０００人の衛生的な水へのアクセスが向上

した。また、アグドゥブ村小学校でのトイレ４基の建設、両村にお

ける村民の自主的な住戸用トイレ６０基の建設、ならびに当会スタ

ッフが主導した衛生啓発活動により、両村で屋外排泄をする人が減

少し、村の衛生環境が改善した。加えて、同事業を地域政府と連携

して実施したことにより、カッサラ州全体における水衛生環境改善

活動の質の向上に寄与した。 

（２）事業内容 

 

（ア） 給水設備整備 

ウエスト村およびアグドゥブ村において、給水設備一式の改修工

事を行い、飲料用、家畜用、水運搬業者用の給水所を設置した。ウ

エスト村では２０１７年１月３日、アグドゥブ村では２０１６年１

０月４日に郡を通じて各村へ引き渡した。 

 

（イ） 水管理委員会の設置および設備管理能力強化 

対象２村の住民と話し合いを重ね、各村１５名の水管理委員会メ

ンバーを選出した。同メンバーに対し、５月２９日～６月２日の５

日間で給水施設維持管理研修を実施し、水の値段や担当者の役割に

ついて話し合う場を設けたほか、簡易な修繕方法や帳簿の付け方を

教授した。 

また、給水設備が各村に引き渡された後は、当会スタッフが各水

管理委員会を対象としてリフレッシュ研修を実施し、修繕方法や収

支状況等の確認や指導を行うことで知識や技術の定着に努めた。1

月に引き渡しを完了したウエスト村では２回、１０月に引き渡しを

完了したアグドゥブ村では５回にわたり、リフレッシュ研修を行っ

た。 

２０１７年１月のリフレッシュ研修では、ウエスト村・アグドゥ

ブ村両村の委員会メンバーが本業である農業で多忙を極め、給水設

備の監督時間を確保できないとの課題が挙げられた。そこで、農業

に従事しない村民を井戸監督係として任命し、日々の給水設備のメ

ンテナンスや水料金の徴収業務を委託し、水管理委員会は井戸監督

係への指導や給水施設の軽微な故障の修理を担当することになっ

た。委員会メンバーはリフレッシュ研修でメンテナンスや料金徴収



の知識を再確認した後、井戸監督係に給水所運営の指導を行った。 

 

（ウ） アグドゥブ村小学校トイレ建設 

中間報告書記載の通り、児童数の減少を反映し、当初予定より少

ない男児用トイレ２基、女児用トイレ２基、計４基のトイレならび

に手洗い場を建設し、７月１８日に郡を通じて小学校に譲渡した。

また、児童や教員だけでなく、小学校の手洗い場に水を供給する役

割を担うアグドゥブ村の自治会メンバーに対しても、施設の維持管

理や正しい使い方についての指導を行った。 

 

（エ） 地域主体型の衛生環境改善活動 

当会衛生啓発チームがアグドゥブ村とウエスト村において、衛生

啓発講習会を計２６回実施し、適切な手洗いの方法や排泄場所など

を教授した。 

日中村外に働きに出かけてしまう男性に比べ、女性が衛生推進活

動により積極的な姿勢を見せ、多くの女性が委員会への参加を希望

したことから、ウエスト村では、男性１２人、女性１８人、計３０

人、アグドゥブ村では男性１４人、女性１６人、計３０人を水衛生

推進委員として選出した。 

アグドゥブ村とウエスト村の各村で形成された委員会メンバーに

対し、２０１６年５月に各々５日間の日程で、水衛生基礎研修を行

った。研修後には、住民の自発的なトイレ建設を支援するため、各

委員会に必要最低限の掘削用具を供与した。なお、スーダン国内の

衛生環境改善手法の統一化に伴うカッサラ州保健省の方針変更によ

り、サンプルトイレを建設することができなくなったが、水衛生基

礎研修後は、水衛生推進委員会の啓発により、住民たちによってト

イレ建設がすすめられるようになった。さらに、当会職員が対象２

村において、トイレ建設に意欲的な住民と共に、トイレ掘削状況を

定期的にモニタリングする中で、同行した住民から他の住民へ必要

に応じてアドバイスを行うように促すなど、住民間で指導し合える

体制作りに努めた。一部、アグドゥブ村では雨季の影響で建設途中

のトイレが流されるといった事態が発生したが、アグドゥブ村では

８月に１日追加で研修を行い、再度住民の意欲向上に努めた。ま

た、住民の中にはトイレのスラブをより強固な素材で作りたいとい

う要望が出たため、２日間のスラブ建設研修を追加で行った。 

これらに加え、水衛生推進委員会への所属にかかわらず、衛生啓



発活動への高い意欲が確認できた住民で拡大版衛生推進委員会を組

織した。この委員会を対象に、アグドゥブ村女性メンバーには２０

１６年１０月７日から１０月１１日の日程で、アグドゥブ村男性メ

ンバーとウエスト村のメンバーには２０１６年９月２５日から９月

２９日の日程で、参加型衛生啓発手法(PHAST: Participatory 

Hygiene and Sanitation Transformation)研修を実施した。その

後、当会職員が拡大版衛生推進委員会メンバーの各村での啓発実施

状況を確認した。 

（３）達成された成果 

   

 

（ア） 給水設備整備 

ウエスト村およびアグドゥブ村において、給水設備一式を改修し、

ウエスト村住民１,１００人、アグドゥブ村住民９００人、計２,０

００人が、安定して安全な水に容易にアクセスできるようになった。 

ウエスト村では、事業開始前の調査で平均して１時間５分／日で

あった取水時間が、本事業実施後に行った調査では、１６分／日に

短縮された（７５%減）。また、事業開始前に平均して０．９スーダ

ンポンド／４ガロンであった取水にかかる費用は、０．５スーダン

ポンド／４ガロンに減少した（４４%減）。事業開始前から近隣村の

給水設備の利用者がウエスト村内に一定数存在したことから、事業

前と事業後の取水にかかる費用差が目標値（５０%減）に達しなかっ

たものの、ウエスト村の給水設備修繕により、近隣村に行き取水す

る必要がなくなったことで、村民は取水の負担が軽減された。 

アグドゥブ村では、事業開始前の調査で平均して２時間３０分／

日であった取水時間が、本事業実施後に行った調査では、２０分／

日に短縮された（８７%減）。また、事業開始前に平均して２．２ス

ーダンポンド／４ガロンであった取水にかかる費用は、０．５スー

ダンポンド／４ガロンまで減少し（７７%減）、住民の取水にかかる

負担が大幅に軽減された。 

 

（イ） 水管理委員会の設置および設備管理能力強化 

ウエスト村とアグドゥブ村で水管理委員会が組織され、給水施設

維持管理研修とその後の継続的指導により、ウエスト村とアグドゥ

ブ村の水管理委員会ともに金銭の管理、施設の運営、修繕の実施が



可能になった。定期モニタリングにより、２０１７年４月現在でも

水管理委員会または井戸監督係が、各利用者から確実に料金を徴収

し、大きな問題なく給水施設を管理・運営していることが確認でき

ている。事業終了後の２０１７年２月にはウエスト村で給水所の蛇

口が一部破損し、修繕が必要となったが、水の供給から得た収入に

より、交換部品費用を捻出し、水管理委員会が修繕を行うことがで

きた。 

 

（ウ） アグドゥブ村小学校トイレ建設 

アグドゥブ村の小学校にトイレ 4 基が新設されたことで、事業開

始後の調査で確認された児童および教員計９９人がトイレを利用し

て排泄するようになり、学校周辺での屋外排泄がなくなった。トイ

レ設置当初は、一部の児童が手洗い場の水で遊ぶなどの問題があっ

たが、教員による児童への水の使い方の指導、当会衛生啓発チーム

による小学校内での衛生イベント等の取り組みにより、手洗い場の

管理もできるようになってきた。また、教員への聞き取りから、現

在、用を足すために自宅に戻る児童はいないことが確認できている。 

 

（エ） 地域主体型の衛生環境改善活動 

当会衛生啓発チームが行った衛生啓発講習会には、ウエスト村で

延べ７２２人、アグドゥブ村で延べ７２１人、計延べ１，４４３人

の住民が参加し、正しい手洗い方法や、衛生的な水や食事の保管方

法、公衆衛生の重要性などの基礎知識を得た。 

また、ウエスト村３０人、アグドゥブ村３０人、計６０人が水衛

生推進委員として選出され、研修を通してトイレ建設方法を習得し

た。 

同水衛生推進委員会メンバーが中心となり、事業終了日の２０１

７年１月３１日時点でウエスト村に３１基、アグドゥブ村に２９基

の住戸用トイレが建設され、村民によって適切に使用されているこ

とが確認できている。 

さらに、水衛生推進委員会メンバーは、PHAST 研修受講後、各村

で「家族を病気から守るためにできること」など、よりイメージし

やすいメッセージを用い、他の住民に対して戸別に衛生啓発活動を

行っている。 

加えて、水衛生推進委員会によって、各村で衛生啓発イベントが

実施された。その中で、保健省に所属するドラマグループを招いて



「手洗い」「屋外排泄」などの個別テーマに焦点をあてた寸劇や、歌

を披露したほか、クイズ大会や短い講義などが行われた。このイベ

ントには、ウエスト村では２９３人、アグドゥブ村では１７０人の

住民が参加した。その後、村民による自発的なトイレ建設が進み、

なおかつ建設後は適切に使用され、衛生的に保たれているトイレが

ほとんどであることから、当会の衛生啓発活動が村民の衛生への意

識向上や行動変容に貢献したといえる。 

上記の成果より、持続的な開発目標（ＳＤＧｓ）のうち「すべて

の人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する」とい

う目標に寄与することができた。 

 

（４）持続発展性 活動（イ）によって組識、育成された水管理委員会が、活動

（ア）で修繕・新設した給水設備一式を適切に管理・運営すること

で、ウエスト村・アグドゥブ村両村への継続的な水の供給が確保さ

れるようになった。 

また、各村の住民、リーフィーカッサラ郡役所、当会が三者間で

署名した基本合意書に基づき、今後は、リーフィーカッサラ郡役所

が継続してウエスト村・アグドゥブ村の給水設備の運営および衛生

状況をモニタリングし、適宜住民への指導を行うことになってい

る。 

活動（ウ）で新設されたアグドゥブ村小学校のトイレの破損箇所

の修繕等、施設の維持管理は、アグドゥブ村の自治会メンバーによ

って今後も継続される。手洗い場の水は給水設備から供給されるこ

とから、継続的な確保が可能となっている。また、今後も教員が児

童に対し、手洗い指導を行っていくことが見込まれるため、子ども

たちの間で清潔な水を使った手洗いが習慣化されることが期待でき

る。 

活動（エ）によって組識された水衛生推進委員会を中心に本事業

終了後も住戸用トイレの建設が継続して行われており、２０１７年

１月時点でウエスト村３１基、アグドゥブ村２９基であった住戸用

トイレが、２０１７年４月１３日時点では、ウエスト村は３４基ま

で完成基数が増加し、完成間近のトイレも７基確認された。アグド

ゥブ村は完成基数が２９基と事業終了時と変わっていないものの、

村民は継続してトイレを建設しており、完成間近のトイレが１０基

確認された。 

また、水衛生推進委員会の定期会合も継続して行われており、水



 

衛生推進委員会発足後の２０１６年５月から 1ヵ月に１度、各村の

トイレ建設数や村民のトイレ使用状況について、委員会メンバー同

士の意見交換が行われている。このことから、水衛生推進委員会メ

ンバーを中心に、住民の衛生意識が高まり、今後も継続して衛生環

境を自主的に改善していくことが期待できる。 


